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(山岳博物館創立50周年記念　第51回大町市民登山にて)

市
民
登
山
に
思
う

相
澤
　
文
人

何
年
ぶ
り
で
あ
ろ
う
か
｡
こ
の
夏
､
久
し
ぶ
り
に
針
ノ

木
岳
の
頂
上
に
立
っ
た
ー
)
　
今
年
で
五
十
.
回
を
数
え
た
大

町
肩
民
登
用
が
､
L
月
二
十
'
二
十
-
=
の
二
日
間
､
爺

ヶ
岳
か
ら
針
ノ
本
店
を
縦
走
す
る
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
､
私

も
立
場
上
'
同
行
す
る
機
会
を
得
た
∪
　
天
候
に
も
恵
ま
れ
'

二
上
代
の
若
者
か
ら
L
上
代
ま
で
の
高
年
齢
者
ま
で
的
‥

十
人
の
参
加
者
と
と
も
に
､
夏
の
北
ア
ル
プ
ス
を
果
し
ま

せ
て
も
ら
っ
た
｡

こ
の
市
民
登
山
は
昭
和
二
十
六
年
､
大
町
宜
公
民
館
が

町
民
登
山
と
し
て
､
ス
タ
ー
ト
を
し
た
と
聞
く
ー
)
節
.
回

目
は
地
元
の
山
へ
登
ろ
う
と
､
.
活
二
H
で
八
月
に
､
鹿

島
槍
ケ
再
を
目
指
し
て
十
七
人
が
参
加
し
て
い
る
　
以
来
､

今
日
ま
で
継
続
す
る
息
の
長
い
活
動
と
し
て
､
す
っ
か
り

定
着
し
て
い
る
｡
今
年
五
十
周
年
を
迎
え
た
山
岳
鴨
物
鮎

の
創
立
と
は
ほ
同
時
期
の
こ
と
で
あ
る
⊃
　
〟
高
の
ま
ち
〟

な
ら
で
は
の
行
事
で
あ
る
　
始
ま
っ
た
こ
ろ
の
引
率
は
､

大
町
山
岳
会
が
協
力
し
そ
の
後
､
山
岳
博
物
館
職
員
や
大

町
山
の
会
会
員
､
市
職
員
の
協
力
を
得
て
実
施
さ
れ
'
現

在
は
､
再
び
大
町
山
再
会
の
会
員
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
引

率
を
し
て
い
る
　
主
催
も
､
面
の
公
民
館
か
ら
今
は
体
育

謀
に
移
っ
て
い
る
ー
登
っ
て
き
た
出
も
さ
ま
ざ
ま
だ
｡

私
が
市
民
登
山
に
か
か
わ
り
始
め
た
の
は
昭
和
四
十
巳

年
'
二
十
.
回
目
の
立
山
登
山
か
ら
｡
そ
の
後
'
公
民
館

主
事
と
し
て
面
接
担
当
す
る
な
ど
で
十
五
年
間
､
引
率
に

当
た
っ
て
き
た
へ
し
　
そ
し
て
再
び
十
五
年
ぶ
り
に
､
か
か
わ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
)
　
｢
毎
日
仰
ぎ
見
る
北
ア
ル

プ
ス
に
登
っ
て
み
た
い
｣
｢
地
元
の
中
の
名
前
-
ら
い
は

覚
え
た
い
｣
｢
今
年
の
コ
ー
ス
は
ま
だ
行
っ
た
こ
と
が
な

い
｣
｢
あ
の
山
へ
も
う
.
度
登
り
た
い
｣
｢
昨
年
登
っ
た
仲

間
と
ま
た
登
り
た
い
L
 
I
｡
参
加
者
の
動
機
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
｡
こ
れ
ま
で
途
絶
え
ず
に
続
い
て
き
た
こ
と
が
､

肌
で
実
感
で
き
､
感
慨
深
-
も
あ
っ
た
｡

大
町
の
巾
民
登
山
は
､
地
元
に
住
む
人
た
ち
が
.
人
で

も
多
-
'
山
の
す
ぼ
ら
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
機
会
で

も
あ
る
｡
い
ま
で
こ
そ
あ
ち
こ
ち
の
両
町
村
で
も
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
が
､
こ
れ
ほ
ど
の
歴
史
あ
る
面
民
登
山

は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
｡
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
｡

(
大
町
市
教
育
委
員
会
教
育
次
長
)
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写真2. ｢スイスアルプス博物館収蔵資料寄贈記念式典｣

平成12年3月､スイス政府観光局11本アジア支局長

(当時)アントレアス･ウイ-ランド氏を招いて寄贈

記念式典を闘催｡この席で同氏よi)腰原愛正大町正
長へと苓贈質料が記された日録が手渡され､正式な
質料の零碑にいたった｡
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写真1.誕生した当初のスイスアルプス博物館
平成2年1月､スイス政府観光局とスイスの大手銀行ク
レディ･スイスが母体となり､スイスアルプスで蹄勿館が

誕生した｡開館当初は､東京都港区赤坂のピル2階にあっ
たスイス政府観光局の隣1窒約53m2を展示スペースとし

ていた｡

館物情ど山

ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
博
物
館
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
資
料

(
前
編
)

関

　

　

悟

　

志

は
じ
め
に

平
成
十
二
年
二
月
十
六
円
'
大
町
山
岳
博
物
館
で

は
､
ス
イ
ス
政
府
観
光
局
　
(
東
京
都
)
　
内
に
設
置
さ

れ
て
い
た
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
博
物
館
よ
り
､
同
館
が

所
蔵
す
る
仝
資
料
の
寄
贈
を
妻
け
ま
し
た
(
　
寄
贈
さ

れ
た
資
料
は
､
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
　
(
注
-
)
　
に
ち
な

む
山
高
資
料
八
八
品
目
二
二
七
点
で
す
｡

今
同
､
ど
の
よ
う
な
資
料
が
寄
贈
さ
れ
た
の
か
､

資
料
寄
贈
の
経
過
を
含
め
て
紹
介
し
ま
す
｡

-
 
"
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
博
物
館
の
設
立

ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
博
物
館
は
､
平
成
二
年
.
月
十

日
に
東
京
都
港
区
赤
坂
の
ビ
ル
二
階
に
あ
っ
た
ス

イ
ス
政
庸
観
光
局
の
隣
一
室
約
五
.
‥
m
を
腺
示
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
誕
生
し
た
　
(
後
に
ス
イ
ス
政
府
観
光

局
の
事
務
所
移
転
に
と
も
な
い
東
京
都
虎
ノ
門
へ
と

移
転
)
｡
設
立
の
母
体
と
な
っ
た
の
は
､
ス
イ
ス
政

府
観
光
局
と
ス
イ
ス
の
大
手
銀
行
ク
レ
デ
ィ
･
ス
イ

ス
で
あ
っ
た
｡

ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
博
物
館
は
そ
の
活
動
に
際
し
､

次
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
た
｡

-
.
今
直
紀
､
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
を
舞
台
に
達
成
さ

れ
た
日
本
人
登
山
家
の
足
跡
を
長
-
記
録
に
と

ど
め
､
そ
の
内
容
を
一
般
に
公
開
す
る
｡

Ⅱ
.
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
を
科
学
的
､
人
文
的
な
側
面

か
ら
紹
介
す
る
｡

皿
.
登
山
鉄
道
､
ハ
イ
キ
ン
グ
､
動
植
物
観
察
､
自

然
保
護
な
ど
を
適
し
て
ア
ル
プ
ス
文
化
に
か
か

わ
る
多
面
的
な
活
動
の
場
を
形
成
す
る
｡

(
｢
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
博
物
館
開
館
に
関
す
る
記
者

発
表
内
容
｣
よ
り
)

そ
も
そ
も
関
係
者
が
博
物
館
設
立
と
い
う
発
想
を

2
.
資
料
寄
贈
の
経
緯

平
成
十
.
年
十
月
二
九
日
､
ス

イ
ス
ア
ル
プ
ス
博
物
館
の
設
立
か

ら
質
料
収
集
に
い
た
る
ま
で
携
わ

っ
て
き
た
同
館
運
営
委
員
　
(
早

時
)
　
の
岡
津
祐
吉
氏
が
大
町
市
教

育
委
員
会
を
訪
れ
た
｡
こ
の
と
き

岡
澤
氏
か
ら
大
町
市
教
育
委
員
会

へ
次
の
よ
う
な
申
し
入
れ
が
あ
っ

た
｡

｢
昨
今
の
諸
事
情
に
よ
っ
て
鮎

を
閉
鎖
す
る
こ
と
と
な
り
へ
　
収
蔵

す
る
山
南
質
料
の
全
て
を
ー
挿
し

て
受
け
入
れ
可
能
な
施
設
を
探
し

も
っ
た
の
は
､
昭
和
六
二
年
　
(
一
九
八
L
)
　
ス
イ
ス

政
府
観
光
局
が
開
催
し
て
い
た
　
｢
ス
イ
ス
観
光
二
〇

〇
年
祭
｣
に
お
い
て
で
あ
っ
た
｡
こ
の
催
し
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
'
日
本
と
ス
イ
ス
の
か
か
わ
り
を
歴

史
的
に
調
査
し
た
際
､
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
で
の
日
本

人
登
山
家
た
ち
の
足
跡
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た

と

い

う

｡

博
物
館
設
立
一
が
実
行
に
移
さ
れ
る
と
､
観
光
局
や

銀
行
の
職
員
を
含
め
た
五
名
　
(
注
2
)
　
が
設
立
委
員

(
開
館
後
も
運
営
委
員
と
し
て
活
動
を
行
な
う
)
　
と

し
て
内
外
の
各
方
面
へ
働
き
か
け
て
資
料
収
集
な
ど

を
行
っ
た
｡
そ
の
結
果
へ
　
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
で
活
動

し
た
日
本
人
に
関
す
る
登
山
用
具
な
ど
の
寄
贈
･
寄

託
を
受
け
る
｡
一
方
､
ス
イ
ス
本
国
か
ら
は
グ
リ
ン

デ

ル

ワ

ル

ト

の

ハ

イ

マ

ー

ト

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

'

ツ

ェ

ル

マ

ッ

ト

の

ア

ル

パ

イ

ン

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

､

ベ

ル

ン

の

ス

イ

ス

ア

ル

パ

イ

ン

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

､

ス

イ

ス

山

岳
会
か
ら
の
協
力
を
得
て
､
現
地
の
資
料
を
収
集
す

る
に
い
た
っ
た
｡

こ
う
し
て
､
平
成
二
年
一
月
十
一
日
に
ス
イ
ス
ア

ル
プ
ス
博
物
館
は
オ
ー
プ
ン
し
､
以
後
-
〇
年
に
わ

た
り
都
会
の
ミ
ニ
博
物
館
と
し
て
親
し
ま
れ
る
こ
と

と
な
る
｡
こ
の
間
､
展
示
以
外
に
も
講
演
会
や
映
写

会
を
行
な
っ
た
ほ
か
'
｢
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
博
物
館

友
の
会
｣
も
組
織
さ
れ
た
　
〔
写
真
-
〕
｡

て
い
る
｡
つ
い
て
は
大
町
中
高
博
物
館
で
受
け
入
れ

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
｣

そ
の
後
の
検
討
に
よ
り
､
大
町
山
岳
博
物
館
で
の

受
け
入
れ
は
可
能
と
判
断
へ
　
先
方
へ
そ
の
旨
を
伝
､
え
､

Ⅱ
(
体
的
な
質
料
移
管
へ
の
準
備
へ
と
移
っ
た
｢

平
成
十
二
年
二
月
田
=
､
ス
イ
ス
政
府
観
光
局
を

訪
問
っ
　
そ
こ
で
質
料
運
搬
の
日
程
や
方
法
､
寄
贈
に

か
か
る
記
念
式
興
に
つ
い
て
､
回
局
次
長
　
(
当
時
)

鈴
木
光
子
氏
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
な
っ
た
｡
同
月
十

六
日
に
再
び
ス
イ
ス
政
府
観
光
局
へ
出
向
き
､
質
料

に
つ
い
て
の
詳
細
を
記
録
す
る
と
と
も
に
質
料
を
梱

包
し
､
翌
十
七
H
に
大
町
へ
質
朴
を
運
搬
し
た
｡

そ
し
て
､
三
月
十
.
日
に
ス
イ
ス
政
府
観
光
局
日

本
ア
ジ
ア
支
局
長
(
当
時
)
ア
ン
ト
レ
ア
ス
･
ウ
ィ
-

ラ
ン
ド
氏
を
描
い
て
､
｢
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
博
物
館

収
蔵
質
料
寄
贈
記
念
式
典
｣
を
開
催
し
た
ー
二
三
で

同
氏
よ
り
腰
原
愛
正
大
町
正
長
へ
と
寄
贈
質
料
が
記

さ
れ
た
日
録
が
手
渡
さ
れ
､
正
式
に
蜜
科
が
寄
贈
さ

れ
た
　
〔
写
真
2
〕
〕
　
こ
れ
に
よ
り
､
質
料
の
移
管
が

完
了
す
る
｡

ま
た
式
典
に
合
わ
せ
､
こ
の
日
よ
り
四
月
九
日
ま

で
　
｢
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
嶋
物
館
か
ら
よ
せ
ら
れ
た
名

札
展
｣
を
特
別
展
示
台
に
て
開
催
し
､
寄
贈
さ
れ
た

主
な
山
高
資
料
を
展
示
し
た
-
-
そ
の
後
､
数
点
の
資

料
を
常
設
展
へ
と
.
時
組
み
込
ん
だ
が
､
現
在
は
仝
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写真5.アイガー北壁の直登ルート｢ティレティシマ｣

1969年7｢上　伸鯨道男､今井通子､天野碑文､根岸知､久

保進､加療保男のパーティーがアイカ-北群を登拳､頓

上へ回かってできるたけ垂iil自こ登る直登ルート｢ティレ

ディシマ｣ (別称｢ジャパンルート｣)を開拓した

ハイマートミューシアム日成

写真3. 1921年9月10日､ミッテルレギ稜経由でアイガー初登頂後

左よりサムエル･フラウアント､本員有恒､フリッツ･ストイリ､フリノ

ツ･アマター(グリンテルワルトにて)｡グリンテルワルト観光局旧蔵｡

写真4.長谷川恒男がアイガー北壁冬期
単独登拳時(1978年)に使用した登山靴

館物焉･lど山

て
の
質
朴
を
収
蔵
庫
で
保
管
し
て
い
る
｡
今
後
､
常

設
展
｢
日
本
人
の
海
外
登
山
｣
　
コ
ー
ナ
ー
を
再
構
成

し
､
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
博
物
館
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
資

料
を
あ
ら
た
め
て
展
示
す
る
予
定
で
あ
る
｡

3
.
寄
贈
資
料
に
つ
い
て

ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
博
物
館
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
山
岳

資
料
は
､
お
お
ま
か
に
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
｡

A
.
日
本
人
登
山
家
に
関
す
る
資
料

B
.
ス
イ
ス
山
案
内
人
に
関
す
る
資
料

C
.
ス
イ
ス
製
の
登
山
用
具

(
こ
の
ほ
か
に
も
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
の
山
岳
･
自
然

や
登
山
史
に
関
す
る
写
真
パ
ネ
ル
'
映
像
資
料
､
図

書
資
料
､
岩
石
資
料
な
ど
あ
り
｡
)

こ
れ
ら
資
料
の
中
か
ら
数
点
を
紹
介
し
た
い
｡

A
"
日
本
人
登
山
家
に
関
す
る
資
料

0

う

二

つ

a
.
椋
有
恒
氏
使
用
の
登
山
用
具

槇
有
恒
氏
が
使
っ
た
門
田
製
ア
イ
ス
ピ
ソ
ケ
ル
'

鋲
革
登
山
靴
､
革
チ
ョ
ッ
キ
｡
こ
れ
ら
の
資
料
は
社

団
法
人
日
本
山
岳
会
が
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
博
物
館
へ

寄
託
し
て
い
た
資
料
で
､
引
き
続
き
当
館
で
寄
託
蜜

料
と
し
て
お
預
か
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

槇
氏
　
(
.
八
九
四
-
.
九
八
九
)
　
は
慶
応
大
学
卒

業
後
　
(
在
学
中
に
同
大
学
山
岳
会
を
設
立
)
'
ア
メ

リ
カ
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
へ
留
学
し
た
　
(
わ
ず
か
数

ヶ
月
で
退
学
)
｡
そ
の
後
'
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
り
､
ロ

ン
ド
ン
で
ウ
ォ
ル
タ
ー
･
ウ
エ
ス
ト
ン
氏
と
会
う
∩
"

同
氏
か
ら
ス
イ
ス
行
き
を
勧
め
ら
れ
た
槇
氏
は
､
グ

リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
中
心
に
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
の
蜂
々

を
精
力
的
に
登
り
､
地
元
の
ガ
イ
ド
た
ち
か
ら
登
山

投
稿
を
学
ん
だ
｡
そ
し
て
､
大
百
九
年
　
(
.
九
二

〇
)
　
九
月
'
ア
イ
ガ
ー
の
-
ノ
テ
ル
レ
ギ
稜
初
登
琴

に
成
功
す
る
　
〔
写
真
3
〕
｡
下
山
後
へ
　
グ
リ
ン
デ
ル

ワ
ル
ー
の
村
人
た
ち
の
協
力
と
視
福
に
感
謝
し
､
稜

線
に
山
小
屋
を
建
て
る
た
め
に
ー
方
フ
ラ
ン
を
寄
付

し
て
い
る
　
(
こ
の
ミ
ノ
テ
ル
レ
ギ
小
屋
は

時
に
使
用
し
た

登
山
靴
｡
革
製

靴
の
内
側
に
は
､

フ
ェ
ル
ト
生
地

と
毛
製
の
イ
ン

ナ
ー
ブ
ー
ツ
が

付
い
て
い
る
｡

靴
底
は
ビ
ブ
ラ

ム
ソ
ー
ル
で
あ

る
　
〔
写
真
4
〕
｡

長
谷
川
氏

(
.
九
四
七
-

一
九
九
一
)
　
は

昭
和
五
二
年

(
一
九
七
七
)

マ

ノ

ダ

-

ホ

ル

ン
北
壁
､
五
三

改
築
に
と
も
な
い
今
年
六
月
に
解
体
さ
れ
､

今
後
は
ア
イ
カ
-
山
麓
で
　
｢
山
岳
博
物

館
｣
と
し
て
復
元
さ
れ
る
と
い
う
)
｡

b
.
長
谷
川
恒
男
氏
の
登
山
靴

昭
和
五
三
年
　
(
.
九
七
八
)
､
長
谷
川

恒
男
氏
が
ア
イ
ガ
ー
北
壁
冬
期
単
独
登
拳

年
ア
イ
ガ
ー
北
壁
'
五
四
年
グ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ラ
ス
北

壁
に
お
い
て
､
厳
冬
期
で
の
登
饗
を
成
功
さ
せ
た
｡

こ
れ
に
よ
り
世
界
初
の
ア
ル
プ
ス
二
大
北
壁
　
(
荏

3
)
　
冬
期
単
独
登
怒
者
と
な
る
｡

そ
の
後
'
平
成
三
年
に
カ
ラ
コ
ル
ム
　
(
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
北
東
に
位
置
す
る
山
脈
)
　
の
ウ
ル
タ
ー
ル
Ⅱ
峰
に

て
雪
崩
に
よ
り
転
落
し
､
山
で
最
後
を
と
げ
た
｡

C
.
今
井
通
子
氏
の
登
山
用
具

昭
和
四
二
年
　
(
一
九
六
七
)
､
今
井
通
子
氏

が
マ
ッ
ダ
ー
ホ
ル
ン
北
壁
登
泰
時
に
使
用
し
た

登

山

靴

､

ル

ノ

ク

ザ

ッ

ク

'

ヘ

ッ

ド

ラ

ン

プ

な

ど
｡

今
井
　
(
現
姓
高
橋
)
　
氏
　
(
.
九
四
ニ
ー
)
　
は

日
本
女
子
匪
大
卒
業
後
　
(
現
医
学
博
士
)
､
昭

和
四
二
年
　
(
一
九
六
七
)
　
夏
､
ア
イ
ガ
ー
北
壁

を
登
琴
､
女
性
ペ
ア
に
よ
る
せ
界
初
登
馨
を
成

功
さ
せ
る
｡
昭
和
四
四
年
　
(
.
九
六
九
)
　
夏
､

ア
イ
ガ
ー
北
壁
に
登
怒
｡
頂
上
へ
向
か
っ
て
で

き
る
だ
け
垂
直
に
登
る
直
登
ル
ー
ト
　
｢
テ
ィ
レ

テ
ィ
シ
マ
｣
　
(
｢
ジ
ャ
パ
ン
ル
ー
ト
｣
と
も
呼
ば

れ
る
)
　
を
開
拓
し
た
　
〔
写
真
5
〕
｡
昭
和
四
六

年
　
二
九
し
.
)
　
に
は
グ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ラ
ス
北
壁
登

琴
に
成
功
し
､
ア
ル
プ
ス
‥
大
北
壁
に
登
零
し
た
世

界

初

の

女

性

と

な

っ

た

｡

　

　

　

　

　

　

(

つ

づ

-

)

へ
大
町
山
岳
博
物
館
学
芸
員
)

言
仁
i
.
⊥

ス

イ

ス

ア

ル

プ

ス

は

､

ベ

ニ

ン

ア

ル

プ

ス

　

(

マ

ノ

ク

ー

ホ

ル

ン

な

と

｢

オ

ー

パ

ー

ラ

/

ト

ア

ル

プ

ス

(

ユ

/

ケ

フ

ラ

ウ

､

メ

ン

と

､

ア

イ

カ

-

な

と

｢

　

ベ

ル

二

十

両

綱

と

い

っ

た

中

晩
か
ら
な
る
　
ヨ
ー
ロ
ノ
バ
ア
ル
プ
ス
で
は
申
出
ア
ル
プ
ス

に
あ
た
る

･

上

2

大
森
久
離
氏
　
(
当
時
実
業
芝
目
本
月
出
版
･
手
絡
､
日
本
中
高

会
会
員
)

圃
溜
祐
i
E
氏
一
著
述
家
､
ス
イ
ス
向
島
会
会
員
､
日
本
向
一
高

会
会
員
)

土

田

陽

介

氏

　

(

フ

リ

ー

ラ

ン

ス

･

エ

デ

ィ

-

ク

ー

一

鈴
木
光
子
氏
　
(
当
時
ス
イ
ス
政
府
観
光
局
次
長
)

高
木
純
子
氏
　
(
当
時
ク
レ
デ
ィ
･
ス
イ
ス
広
搬
担
当
)

･
砕
3ス

イ

ス

と

イ

タ

リ

ア

に

ま

た

が

る

マ

ノ

ク

ー

ホ

ル

ン

　

(

間

回

し

八

川

｢

　

ス

イ

ス

の

ア

イ

カ

-

(

‥

九

L

O

m

)

､

フ

ラ

ン

ス

の

グ

ラ

ン

ト

シ

ョ

ラ

ス

　

(

囲

二

〇

五

m

)

　

の

二

峰

の

北

面
に
あ
た
る
堕
の
こ
と
｡
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PARTl　流木のオブジェの作り方を話す藷藤さん

pART2　制作風景

PART2　野外オブジェを作る

館物論
等

〓
日
日

と山

斎
藤
清
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
試
み

峯

　

村

　

　

隆

川
島
博
物
館
で
は
創
立
五
十
周
年
の
特
別
企
画
と

し
て
'
絵
画
･
オ
フ
ジ
エ
･
コ
ラ
ー
ジ
ュ
な
ど
約
八

十
点
を
主
軸
と
す
る
　
『
繭
腺
病
の
世
界
展
』
　
を
開

催
中
で
あ
る
｡

蔚
膝
さ
ん
の
｢
人
と
芸
術
｣
に
つ
い
て
は
先
月
の

本
誌
特
集
号
で
紹
介
し
て
い
る
の
で
割
愛
し
､
こ
こ

で
は
本
展
に
ち
な
ん
で
試
み
ら
れ
た
薙
藤
さ
ん
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
概
略
を
お
知
ら
せ
し
､

そ
の
憲
味
を
考
え
て
み
た
い
｡

p
A
R
T
l
　
河
原
は
ア
ト
リ
エ
､
美
術
館

七
月
二
十
八
日
に
山
岳
博
物
館
友
の
会
こ
ど
も
探

検
ク
ラ
ブ
　
(
丸
山
優
子
代
表
)
､
丸
山
車
載
友
の
会

副
会
長
､
有
川
美
保
子
同
運
営
部
貝
､
地
元
で
活
躍

す
る
画
家
･
川
下
廉
-
さ
ん
ら
の
協
力
を
得
て
'
大

町
温
泉
郷
付
近
の
鹿
島
川
河
川
敷
で
行
な
わ
れ
た
告

参
加
者
は
約
四
十
名
｡

午
前
は
主
に
共
同
作
業
｡
弗
と
女
の
二
組
に
分
か

れ
大
き
な
流
木
の
オ
フ
ジ
工
を
作
っ
た
｡
洪
水
で
た

ま
た
ま
こ
こ
に
流
れ
着
い
て
横
た
わ
る
木
々
は
､
参

加
者
の
手
の
業
に
よ
っ
て
見
る
見
る
芸
術
作
品
と
し

て
建
っ
た
｡

牛
後
は
主
に
個
人
制
作
と
P
A
R
T
2
の
た
め
の

材
料
拾
い
｡
砂
の
中
の
水
族
館
､
有
の
サ
ー
ク
ル
'

よ

.

_

)

r

,

流
木
の
林
｣
立
　
(
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
)
､
寄
木
､
石
と

木
の
組
み
合
わ
せ
-
　
｡
作
者
の
制
作
意
図
に
か

か
わ
ら
ず
､
見
る
者
に
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
を
か
き
だ

た
せ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
が
次
々
と
出
現
し
た
n

P
A
R
T
2

世
界
に
ひ
と
つ
　
作
っ
て
展
示
　
私
の
傑
作

八
月
卜
一
日
に
山
車
博
物
館
で
行
わ
れ
た
｡
参
加

者
は
約
五
十
名
｡

最
初
に
薙
蕗
展
の
第
∴
会
揚
　
(
講
帝
)
　
の
窓
か
ら

眺
め
ら
れ
る
中
庭
の
ー
部
を
オ
ブ
ジ
ェ
空
間
に
し
た

東
京
電
力
な
ら
び
に
大
典
建
設
の
こ
協
力
に
よ
り
､

ト
ラ
ノ
ク
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
高
瀬
川
不
動
沢
産
の
砂

と
高
瀬
ダ
ム
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
巨
大
な
流
木
の
搬

入
･
整
地
･
制
作
と
､
短
時
間
の
う
ち
に
参
加
者
の

知
恵
を
結
集
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
｡

次
に
各
人
が
p
A
R
T
l
で
拾
っ
た
材
料
な
ど
を

台
木
に
立
て
て
オ
フ
ジ
エ
化
し
た
り
､
着
彩
し
て
楽

し
み
､
最
後
に
薪
能
さ
ん
の
作
品
と
と
も
に
第
三
会

場
に
併
設
展
示
し
た
｡
題
し
て
｢
河
原
で
ひ
ろ
っ
た

物
た
ち
展
｣
 
｡
作
品
数
は
八
十
点
を
数
え
た
｡

な
に
け
な
い
も
の
の
意
識
化

｢
こ
な
い
だ
河
原
で
遊
ん
だ
も
ん
で
､
歩
い
て
て

も
す
ぐ
石
っ
こ
ろ
な
ん
か
に
日
が
い
っ
ち
ゃ
う
｡
何

か
に
な
ら
ん
か
と
か
せ
エ
ー
｣
と
､
誰
か
が
言
っ
た
｡

赫
藤
さ
ん
の
狙
い
の
ひ
と
つ
は
コ
レ
だ
と
思
う
｡

即
興
的
な
オ
ブ
ジ
ェ
制
作
は
作
者
に
自
問
自
答
を

せ
ま
る
｡
な
ぜ
私
は
こ
れ
を
拾
っ
た
の
か
･
な
ぜ
作

品
に
し
た
ら
面
白
か
っ
た
の
か
･
こ
の
流
木
や
石
こ

ろ
は
､
ど
こ
か
ら
ど
ん
な
旅
を
し
て
来
た
の
か
-

な
ど
と
｡
つ
ま
り
感
性
の
顕
在
化
で
あ
る
｡

一
面
的
に
答
え
を
押
し
っ
け
ず
､
素
材
の
生
い
立

ち
･
生
き
ざ
ま
と
'
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
色
･
彬
･

質
感
-
･
そ
れ
ら
を
混
然
-
体
と
感
じ
さ
せ
る

｢
場
｣
 
､
そ
れ
が
本
来
の
博
物
館
だ
と
廉
廉
さ
ん
は

言
い
た
い
の
か
⊃

｢
き
っ
か
け
｣
｢
仕
掛
け
｣
の
魔
術

ワ
ー
ク
シ
ョ
ノ
ブ
の
間
､
癌
腫
さ
ん
は
け
っ
し
て

先
生
と
し
て
｢
指
導
｣
も
し
な
か
っ
た
し
'
･
･
 
J
i
T
i
膝
枕

も
押
し
っ
け
な
か
っ
た
｡
博
物
館
に
と
っ
て
も
初
め

て
の
試
み
だ
っ
た
だ
け
に
､
ス
タ
ッ
フ
も
参
加
者
も

最
初
は
と
ま
ど
っ
た
し
と
こ
ろ
が
も
の
の
五
分
で
こ

ど
も
た
ち
は
要
領
を
察
知
し
､
ど
ん
と
ん
作
品
を
作

っ
て
い
っ
た
｡
当
初
｢
こ
ん
な
大
人
気
な
い
も
の
を

作
っ
て
見
せ
た
ら
恥
ず
か
し
い
｣
と
心
の
ど
こ
か
で

思
っ
て
い
た
大
人
た
ち
も
､
知
ら
ず
知
ら
ず
独
特
の

空
気
の
な
か
で
　
〝
頭
が
解
け
出
し
∴
　
い
つ
し
か
こ

ど
も
以
上
に
熱
中
し
て
い
た
｡

そ
し
て
｢
良
き
集
同
性
｣
を
発
揮
し
た
｢
揚
｣
で

も
あ
っ
た
〔
台
の
柄
料
と
し
て
作
者
の
希
望
ど
お
り

に
ス
タ
ノ
フ
が
木
材
を
切
る
-
す
る
と
無
用
の
は
ず

の
切
り
ク
ス
や
木
端
が
､
す
ぐ
に
次
の
作
品
の
材
料

と
し
て
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
､
異
様
な
ほ
ど
の
創

作
的
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
た
い

｢
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
瞬
間
｣
 
､
｢
創
造
的
で

発
展
的
な
心
の
ジ
ャ
ン
プ
が
連
結
す
る
瞬
間
｣
と
は
'

こ
ん
な
時
な
の
だ
と
思
っ
た
｡

し

と

何
も
言
わ
ず
手
も
出
さ
ず
､
意
図
を
結
,
㌔

辣
鵜
さ
ん
は
､
ま
さ
に
魔
術
師
で
あ
る
一
ー

こ
う
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
試
み
は
､
喜
び
を

も
っ
て
参
加
し
､
体
験
し
'
創
造
す
る
と
い
う
､
本

来
の
博
物
館
の
あ
る
べ
き
方
向
性
を
も
示
唆
し
､
意

義
深
い
二
日
間
だ
っ
た
｡

(
出
店
博
物
館
字
芸
員
)

山

と

博

物

館

第
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